
夏の太陽 

 

作詞 岡本 悠／作曲 岡本 悠 

 

抱きしめた空に 太陽が響けば あの香りは 夢へと変わる 

  新しい場所に 愛を育てれば 今はいつの頃を ずっと感じている 

 

１、かよわき愛の滴（しずく） 君の瞬間（とき）を探している 

  振り返れば たぶん そこにいて 熱いハート 溶かしてゆく 

 

  夏の恋に時をゆるせば 惚れたあたたかい姿 光になる 

  懐かしい過去はいつも同じさ 遠くへ消えたハーモニー  

  僕は染めていくだろう．．． 

 

２、あなたの華奢（きゃしゃ）な身体 なんてそんなに 美しい顔 

  気づいたら好きになっていた 夢の世界 一緒に踊ろう Wow 

 

  会えることは嬉しいけれど 逆に出会うことは恐怖へと誘う 

  寂しいな 会えない 時間の数だけ ああ 夏休みは 

  山へでも 逃げるしかないかな... 

 

  言葉にできない どうにもならない キレイな その手に触れてみたい 

  俺は堂々と 愛し続ける 待っているから 

  また今度 話しかけるよ 


